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今年で13年目を迎える山形新聞・山形放送主催の「最上川200キロを歩く」。
小学生が最上川沿いを歩き、川の勉強・体験を通じて、自然の恵みや母なる川が果たしてきた

大きな役割や環境保全の大切さを学んでもらうのが目的です。南陽出張所管内では、５月９・16
日の２週にわたり実施されました。
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↑除草機のリモコン
操作体験中！

水質調査について説明

水質調査 最上川の水はキレイかな～？

浅瀬に入ってみたよ！オイルフェンス見学

巡回でつかう
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オイルフェンスは、
油事故の際に設置し
油を吸着して流下を
防ぎます。

ラジコン式除草機について説明
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総合出発式の後、直江石堤で治水の歴史を学び、窪田水辺の楽校では除
草機のリモコン操作や水質検査を体験しました。肌寒い一日でしたが、最
後まで元気いっぱいに歩きました。

直江石堤は、400年前に米沢城下を洪水から守るため
に造られました。石堤は、約1.2㎞にわたり続いていて、
現在は公園として整備されています。
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流量測定の見学中
糠野目水辺の楽校(高畠町)
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このカッパのお皿の高さが
氾濫(はんらん)注意水位だよ！

災害対策車
(排水ポンプ車)

緊急資材倉庫

緊急時に必要な資材
が保管されているんだよ！

↓ 淞郷堰(川西町)では国土交通省職員が、その役割を説明 ↑
しょうごうぜき

樋門･樋管の説明＆
手動でのゲート操作体験

ひもん ひかん

樋門・樋管とは、
最上川などの大きな河
川に入る所に設置され
た施設。大雨で河川が
増水した時に、ゲート
を下げることで、宅地
や耕作地への大きな河
川からの逆流を防ぎま
す。

ハンドルを回すと
ゲートが開閉します！
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糠野目水辺の楽校で、川に親しむ施設であることを学んだ後、淞郷堰
（しょうごうぜき）などの施設を見学しその役割を勉強しました。スタート
時は雨空でしたが、午後からは青空が広がり、最後は元気にダッシュでゴー
ルしました。

このイベントは酒田市の最上川河口までの行程を、
県内11の小学校の子ども達がリレー方式で歩きます。

第３週目は、長井出張所管内の長井市立伊佐沢小学校
の子ども達が、元宿川（もとじゅくがわ）合流点から
睦橋(むつみばし、白鷹町)までのコースを歩きます。第３週
目以降も、様々なことをたくさん学びながら、楽しく
歩いてほしいですね♪

いさざわ

水が流れる速さと川の深さ
を測ると、計算で川にどれ
くらいの量の水が流れてい
るかが分かるよ。ボートに
乗って測ることもあるよ！

↓ボート試乗中


